
 相撲大会                      

 

◇以前、学校には土俵があった 

 以前、小体育館が建っている場所とプールの間あたりに、立派な土俵が

ありました。毎年、春の愛校作業の折には、子ども会の指導者の皆さんが

土俵の整備をしてくれていました。 

 この土俵は、開校三年目の昭和５２年６月１２日（日）に行われた愛校

作業の時に作られ、その年の７月３日には第一回目の相撲大会が行われま

した。当時の広報 に、その時の様子が書かれてい

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇いつまで相撲大会があったの 

 毎年、熱戦が繰り広げられた相撲大会は、平成７年（１

９９５年）の第１９回目の大会を最後に行われなくなり

ました。松任市の相撲大会が行われなくなったのを機に

校区の子ども会でも相撲大会を行わなくなったのだった

と思います。同時に土俵も使うことがなくなりました。 

 

◇その後の土俵はどうなったの 

 相撲大会が行われなくなったあとも、土俵にはブルーシートが掛けられ、

長い間次の出番を待っていました。休み時間などには、時折ブルーシート

が掛けられた土俵の上で相撲をしている子どももいましたが、とうとう相

撲大会は行われることはありませんでした。 

そして、この立派な土俵は、小体育館の建設とともに、姿を消すことに

なりました。 

今では、当時相撲大会に出場した人とその運営に携わった皆さんの心の

中にだけ、立派な土俵の思い出が残っています。 

 

写真 上左：土俵作りの様子 上右：完成した土俵  下：第三回相撲大会 


